
28 年度実績に関する施策・基本事業評価表 （兼 主要な施策の成果報告書補足資料）

単位

本数 9 (9) 11 (11) 11 (11) 11 (11) 11 (10)

本数 2 (2) 4 (4) 4 (4) 4 (4) 6 (6)

本数 2 (2) 2 (2) 2 (2) 2 (2) 2 (2)

本数 3 (3) 3 (3) 3 (3) 3 (3) 3 (2)

本数 2 (2) 2 (2) 2 (2) 2 (2)

千円

千円

千円

千円

千円

人

時間

千円

千円

円

人 42,706魚津市の人口（各年度12月末時点） － 44,315 44,036 43,555 43,152
参　考

１時間あたりの平均人件費 － 4,399 4,194 4,382 4,181 4,111

636 556
Ｈ．人件費　（定義式　：　Ｅ／人口 ）

　同　　　上
円 － 1,099 1,886 1,614 1,586

効率性
指　標

市民１人あたりにおける施策の
円 － 682 1,246

417 640 736

23,762

Ｆ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｅ） － 48,709 83,062 70,316 68,432 103,732

Ｅ．人件費　（Ｄ×１時間あたりの平均人件費） － 18,476 28,184 32,076 27,427

施策の
トータルコスト

2,429
Ⅰ．トータルコスト　（定義式　：　Ｆ／人口 ）

2,869

　うち基本事業③を構成する事務事業の決算額小計 － 4,917 9,058 5,096 3,949

878 950 1,873
Ｇ．事業費　（定義式　：　Ｂ／人口 ）

　同　　　上
円 －

25,905 8,003 5,019

24

Ｄ．事務事業に要する年間総時間 － 4,200 6,720 7,320 6,560 5,780

Ｃ．施策に携わる正規職員数合計 － 20 26 24 25

39,181

　うち基本事業④を構成する事務事業の決算額小計 － 1,592 2,842 3,382

30,233

27年度実績 28年度実績

Ａ．本施策を構成する事務事業の数 －

　うち基本事業①を構成する事務事業の数（うち自治事務数） －

　うち基本事業②を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

区　　　　　分 23年度実績 24年度実績 25年度実績 26年度実績

－

　うち基本事業③を構成する事務事業の数（うち自治事務数） －

40,403

　うち基本事業②を構成する事務事業の決算額小計 － 21,549 17,073 21,759 29,168 386

54,878 38,240 41,005 79,970

　うち基本事業①を構成する事務事業の決算額小計 － 2,175

28年度

26年度 27年度 28年度

0.3970.169 0.3270.270 0.269

0.738 0.7690.573

市民意識
調査結果

　うち基本事業④を構成する事務事業の数（うち自治事務数） －

Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計） －

＜施策実感度調査結果＞※26年度までは「満足度」

24年度 25年度

関係課名

施策Ｎｏ． 水と緑の保全と活用

主管課名 環境安全課

平成

基本目標№ 豊かな自然と共生したまち

行
　
政

・森林の保全など生態系のバランスを保つための施策を行います。
・水と緑の保全のための啓発を行います。
・自然保護ボランティアの育成を行います。

（
地
域

）

そ
の
他

・関係機関・団体（県、森林組合、ボランティア団体、企業、農協、漁協等）と連携し、森林の保全、水辺地の保全など健全な水循環
の保全を図るための取組みを行います。

企画政策課、農林水産課、埋没林博物館、水族博物館、生涯学習・スポーツ課、水道課

施策が目指す
すがた

・山から海までの自然環境が保全されています。
・森林の持つ保水能力やＣＯ２の吸収など多面的機能が維持・増進されています。
・多様な生物が生息し、生態系が保全されています。
・豊かな自然を体感し、親しむ場が整備されています。

施策の成果向上
に向けての住民
と行政との役割

分担や地域等へ
の期待など

事
業
所

・
市
　
民

・「魚津の水循環」と生物多様性について学びます。
・水と緑を守る活動に参加し、協力をします。
・豊かな水と緑の恵みを体感し、自ら情報発信します。

0.689 0.803

＜施策重要度調査結果＞

24年度 25年度 26年度 27年度

34

5

施　策　名

基本目標名
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1 ○

2 ◎

3

4

5 ◎

6 ○

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30 0

0

41,310,600 40,403,365 907,235

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1,439,142 106,858 Ｂ 環境安全課

0

0

農林水産課

ボトルウォーター事業 1,641,600 1,307,733 333,867 Ｂ 水道課

水と緑の森づくり事業 35,727,000 35,727,000 0 Ａ

１次評価結果

魚津の水循環事業 1,835,000 1,458,710 376,290 Ａ

基本事業①を構成する事務事業の実績（◎：総合計画の主要事業　○：実施計画掲載事業　-：評価対象外事業）

№ 事務事業名
平成28年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

環境安全課

森林病害虫等防除事業 372,000 371,386 614 - 農林水産課

環境基本計画推進事業 189,000 99,394 89,606 -

企画政策課

水資源調査研究事業 1,546,000

H26年度 H27年度
(中間目標年度)

H28年度 H29年度 H30年度

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ①

施策Ｎｏ．

76.0

53.8

H31年度 H32年度
(最終目標年度)

64.0 68.0 72.0

一般会計

一般会計

一般会計

水道事業会計（収益的支出）

合　　計

80.0
55.1

目標値（上段）及び実績値（下段）実績値

H22年度

一般会計

会計名

一般会計

平成28年度における
主な事業内容（活動内容）

基本事業①の目的（意図）

基本事業名①

【魚津の水循環事業】
・「魚津の水循環」の理解を深めるため、平成26年度に養成した市民ガイドと共に、一般市民を対象とした体験ツアーを５回開催
しました。
・市民ガイドの増員を目指して「市民ガイド養成講座」を開催し、新たに５名のガイドを育成しました。
【水資源調査研究事業】
・休耕田等を利用した地下水涵養事業を東蔵・平沢地内の1.92haにおいて継続実施しました。
・「魚津の水循環に関する調査、研究」をテーマとした富山大学との共同研究については、前年度に引き続き「魚津の水循環と農
林水産業との関連性」に関する調査研究を、庁内関係部課と協議、検討しながら実施しました。
【森林病害虫等防除事業】
・県内唯一の「航行目標保安林」として指定され、魚津市の歴史的価値を有する天神山において、松林の保全活動（松11本への
薬剤注入）を実施しました。
【水と緑の森づくり事業】
・人家、耕地周辺などの里山林（モウソウ竹林含む）や小規模な風雪被害林などで、整備及び管理並びに利用について、地域の
合意形成が図られている森林を対象として地域や生活に密着した里山の再生整備を実施しました。

適正な森林整備により、森林のもつ水源涵養機能などの多面的機能の維持・増進を図るとともに、海の藻場などを含む水辺
地の保全・再生を進め、健全な水循環の保全に努めます。

水循環の保全

34 施　策　名 水と緑の保全と活用

％水循環が保全されていると思う市民の割合

成果指標名

―

単位

52.0

0

0

0

0
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0

0

合　　計 555,000 386,491 168,509

水族館博物館事業(施策30③再掲) (10,478,000) (8,837,925) (1,640,075) Ａ 水族博物館

一般会計

0

基本事業②を構成する事務事業の実績（◎：総合計画の主要事業　○：実施計画掲載事業　-：評価対象外事業）

0

61.0 62.0 63.0

44.7

基本事業②の目的（意図）

平成28年度における
主な事業内容（活動内容）

基本事業名②

42

H31年度

42 44 46

H22年度 H26年度 H27年度
(中間目標年度)

H28年度 H29年度 H30年度

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ②

施策Ｎｏ． 34 施　策　名 水と緑の保全と活用

生態系等の保全

野生生物や生態系の保全を進め、生物多様性を確保します。また、自然の恵みや資源を利活用しながら自然との共生を目
指します。

【自然保護関係事業】
・池の尻自然環境保全地域の巡視を行い、適正な保全に努めました。（道路状況（崩落等）により、２回のみ実施）
【生物多様性地域戦略推進事業】
・生物多様性の保全のに関する周知・啓発のため、自然観察ガイドマップ（自然観察池編：1,000部）の作成、図書館、本江・村木・
経田小学校で関連図書コーナーを設けたブックフェアを開催するとともに、パネル展示を実施しました。また、自然観察会（別又
自然観察池: 参加者：15人）・里山体験会（小菅沼・ヤギの杜 参加者：25人）の開催、環境フェスティバル（来場者：800人）におい
てネイチャークラフト・木工工作ブースを設置し、市民等の自然や生きものとの触れ合いの機会を提供しました。
【水族館博物館事業（生物調査事業）】（再掲）
・水生生物調査（魚類・両生類）に加えて、魚津市内の動物（爬虫類・鳥類・哺乳類）の調査を行いました。
【埋没林博物館調査研究事業】（再掲）
・魚津市の植物、地質、気象等に関する調査研究を行いました。

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

H32年度
(最終目標年度)

年間生物調査回数 回 30 40 41
48 50

豊かな自然環境が保全されていると思う市民の割合 ％ 52.1 42.9 45.1
64.0 65.0

№ 会計名 事務事業名
平成28年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円） １次評価結果

一般会計 自然保護関係事業 59,000 51,661 7,339 Ａ 環境安全課

一般会計 生物多様性地域戦略推進事業 496,000 334,830 161,170 Ａ 環境安全課

水族館事業特別会計

(701,000) (550,620) (150,380) - 埋没林博物館

0

埋没林博物館調査研究事業(施策30③再掲)

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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31.0 32.0 33.0

28.7

水族館事業特別会計

一般会計 全国植樹祭開催準備事業 37,600,000 37,599,792 208 -

一般会計 環境保全啓発事業(施策35③再掲) (343,000) (311,148) (31,852) Ｂ

基本事業名③

H22年度 H26年度 H27年度
(中間目標年度)

H28年度 H29年度 H30年度

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ③

施策Ｎｏ． 34 施　策　名 水と緑の保全と活用

0

豊かな自然の活用の推進

基本事業③の目的（意図）
あらゆる世代が良好な自然環境の大切さを学び、その価値を認め、豊かな環境の恵みを活用するとともに、市民等が協働し
て保全活動を行う仕組みや体制づくりを推進します。

平成28年度における
主な事業内容（活動内容）

【県立・県定公園施設維持管理事業】
・松倉城跡県定公園（入場門広場や升方緑地施設など）、片貝県定公園（バイオトイレなど）、僧ヶ岳県立自然公園内の林業施設
等に関する維持管理を実施しました。また、僧ヶ岳登山口道路の整備（繰越事業）を行いました。
【里山林オーナー事業】
・里山（約42,000㎡）を市で借り入れ、約1,000～2,000㎡の区画に小分けにし、森林浴などの自然とのふれあいを希望する人に貸
し出しました。平成27年度は12区画を貸し出しました。
【全国植樹祭開催準備事業】
・「第68回全国植樹祭」（平成29年5月28日　桃山運動公園）の開催準備を進めました。
　（施設改修（園路、クラブハウス、木柵等）、植樹会場・周辺整備、大会PR（懸垂幕、カウントダウンイベント、フラッグ設置等）、
飾花事業、おもてなし記念品など）
・「第68回全国植樹祭プレ大会」（第17回とやま森の祭典）を、平成28年５月22日（日）に桃山運動公園で開催しました。
【市史編纂動物・植物・地質調査事業（魚津市史　自然編）】（再掲）
・博物館活動や魚津市史（自然編）編纂のため、動物相基礎調査（哺乳類・鳥類・魚類・爬虫類・両生類等の生息状況）を継続実
施しました。
【生物多様性地域戦略推進事業】（再掲）
・生物多様性の保全の周知・啓発のため、自然観察ガイドマップの作成、図書館・小中学校等で関連図書コーナーを設けたブッ
クフェアを開催するとともに、パネル展示を実施しました。また、自然観察・環境保全等体験会の開催、環境フェスティバルにおい
てネイチャークラフト・木工工作ブースを設置し、市民の自然や生きものとの触れ合いの機会を提供しました。
【環境保全啓発事業】（再掲）
・「第22回環境フェスティバル」（平成28年９月24日　ありそドーム）を開催し、企業、団体等による環境美化及び保全活動を紹介
するとともに、市民の環境保全に対する意識の啓発に努めました。

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

H31年度 H32年度
(最終目標年度)

自然を体感し満喫することができていると感じている
市民の割合

％ 25.8 28.3 29.5
34.0 35.0

基本事業③を構成する事務事業の実績（◎：総合計画の主要事業　○：実施計画掲載事業　-：評価対象外事業）

№ 会計名 事務事業名
平成28年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円） １次評価結果

一般会計 県立・県定公園施設維持管理事業 1,736,000 1,581,227 154,773 Ａ 農林水産課

予算なし 里山林オーナー事業 0 0 0 - 農林水産課

農林水産課

市史編纂動物調査事業(施策32②再掲) (181,000) (0) (181,000) - 水族博物館

一般会計 市史編纂植物・地質調査事業(施策32②再掲) (150,000) (103,721) (46,279) - 埋没林博物館

一般会計 生物多様性地域戦略推進事業(施策34②再掲) (496,000) (334,830) (161,170) Ａ 環境安全課

環境安全課

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合　　計 39,336,000 39,181,019 154,981

0

0

0

0
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【①水循環の保全】
◆「環境基本計画」に基づき施策の推進に努めていきます。
◆富山大学との水資源に係る共同研究は、「魚津の水循環と農林水産業との関わり」をテーマとしているが、データが不足しており、引き続き、森林と
里山、沿岸部の藻場に関する調査・研究を実施していきます。
◆魚津・滑川地域地下水利用対策協議会との連携による地下水涵養事業は、その効果や面積の拡大が課題であり、対応を検討していきます。
◆市民、事業所等への水の利用や地下水の保全等の啓発に努めるとともに、水循環プロモーション事業、水の学び舎事業を実施していきます。
◆水循環を広く市民に伝え保全していくため、市民向けツアーの参加者数を増加させるとともに、「市民ガイド養成講座」を開催し、市民ガイドをさらに
増員します。また、プロモーション事業として水循環遺産の解説板や標柱、遺産マップや解説パンフレットの活用を図ります。
◆カシノナガキクイムシによる被害は終息しましたが、多くの枯損木が残存しており、景観を損ねたり林道の通行の支障になったりしています。また、
手入れ不足となっている里山が多く、野生鳥獣による農作物被害の一因となっていることから、引き続き「水と緑の森づくり税」を活用した以下の事業
を推進していきます。①地域や生活に密着した里山の再生を地域住民と協働で推進する「里山再生整備事業」や森林現況調査及び所有界調査、里
山林整備（広葉樹林等）、県民参加の森づくり事業。②放置人工林、過密人工林、風雪被害林などを針葉樹と広葉樹の混交林に誘導する「みどりの
森再生事業」。③カシノナガキクイムシ枯損木除去事業に加え、松くい虫枯損木除去事業にも取り組んで行きます。
◆「うおづのうまい水」がモンドセレクション2017最高金賞を受賞しました。商標登録を行い、販売促進及び地域PRのツールとして取組みを進めます。
【②生態系等の保全】
◆魚津市内の動植物調査を行い展示等に反映していきます。また、別又谷涵養田（ビオトープ）の生物（両生類・昆虫類等）・植物調査を継続的に行
い、結果を発信していきます。
◆これまでの魚津市内生物調査の結果を使い、魚津市史（自然編）の執筆に移行します。また、必要に応じて、補充調査等を行います。
◆野生鳥獣による農作物等の被害は拡大しており、対策の強化、充実を図る必要があります。実施隊と行政に加え、被害発生地域等の住民や農林
関係団体とも連携し、対策の強化を図ります。また、「わな免許」取得促進と自主防衛意識の高揚に努めるとともに、市職員有害鳥獣捕獲隊の本格的
活動を推進していきます。
◆富山県池の尻自然環境保全地域（ミズバショウ純群落）の巡視管理を行うにあたり、林道が崩土・倒木等により車両通行が困難な状況にあります
が、保全に向けた監視活動を継続して実施していきます。
【③豊かな自然の活用の推進】
◆環境フェスティバルの開催を通じて、環境保全の啓発・意識の高揚を図っていきます。
◆今後も継続的に、県定公園や県立自然公園などの整備・保全や景観・美観の保全に努めていきます。
◆生物多様性うおづ戦略に定めた各種施策や重点的取組みを実施し、生物多様性に対する理解と連携、協力を得るための普及・啓発に努めていき
ます。
◆魚津市史（自然編）編さんのための地質分析を予定しています。
◆魚津市を中心に富山県内の生物調査（魚類・両生・爬虫類・無脊椎動物等）の調査・研究活動を積極的に進め、結果を水族館の展示や普及活動に
反映し、市民や来館者等に情報提供します。
◆「第68回全国植樹祭」の開催を契機に、魚津の森づくりと海づくりの取組みを全国にPRするとともに、活動の継続と強化を図ります。

施策Ｎｏ．

平成28年度の評
価結果（基本事
業の成果を考慮

し記載）

１．施策（基本事業）の成果水準とその背景

３．施策の課題認識及び取り組み状況

　（前年度末で残った課題、既に現年度で取り組んでいること、又は取り組むこととしている予定を記述）

　（成果水準が、ここ数年の間どのように推移しているか、近隣他市と比較してどうか、住民期待水準と比較してどうかなどを記述）

【①水循環の保全】
◆水循環の保全に関する成果指標「水循環が保全されていると思う市民の割合」では、市民の半数以上（H26：52.0％、H27：55.1％、Ｈ28：53.8％）
が、「水循環が保全されている」と感じていますが、その割合は昨年よりもわずかながら減少しています。

【②生態系等の保全】
◆生態系の保全推進のため平成26年３月に「生物多様性うおづ戦略」を策定しました。平成28年度の市民意識調査結果では、生物多様性の認識
（意味まで分かる人の割合）が、33.1％（Ｈ27：34.5％）とまだまだ低い状況にあります。
◆平成28年度の市民意識調査結果では、市民の半数近く（Ｈ27：45.1％、Ｈ28：44.7％）が、「森林や里山に関する豊かな自然環境が保全されてい
る」と感じています。

【③豊かな自然の活用の推進】
◆平成28年度の市民意識調査結果では「恵まれた自然を活かした公園（僧ヶ岳県立自然公園等）で自然を体感し、満喫することができていると思
いますか」に「はい」と感じる市民の割合は、市の目標値（30.0％）をやや下回っており（Ｈ28：28.7％）、十分に満足されているとは言えない状況で
す。
◆本市にある中部山岳国立公園、僧ヶ岳県立自然公園、松倉城跡県定公園、片貝県定公園などの国や県の指定を受けた自然公園は、適正な保
護、管理が行われています。

２．施策の成果実績に結びついている主な取り組み（事務事業）の総括

　（平成28年度において、施策及び基本事業の成果向上に貢献した主な事務事業の取組み内容を中心に記述）

【①水循環の保全】
＜水資源調査研究事業＞
◆富山大学との共同研究は、庁内関係部課と協議、検討し、「魚津の水循環と農林水産業との関連性」をテーマとしたほか、早月川の水の動態解
析やミネラル成分、栄養塩の供給、片貝川扇状地の河川と湧水、地下水との関係性、それらと海洋プランクトンとの関連性などについて調査・研究
を実施しました。
◆地下水涵養事業については、魚津・滑川地域地下水利用対策協議会との共同により実施し、地下水保全意識の高揚に努めました。
＜水と緑の森づくり事業、森林病害虫等防除事業＞
◆市内10地区、41haの里山について整備を行い、野生動物との棲み分けや水源涵養・山地災害防止等に貢献しました。また、天神山の松11本に
対し、松くい虫防除の薬剤樹幹注入を行うことにより、周囲への被害木の拡大が減少しました。

【②生態系等の保全】
＜埋没林博物館調査研究事業＞
◆魚津市の植物、地質、気象等に関する調査研究を行いました。
＜水族館博物館事業（生物調査事業）＞
◆展示や普及活動の基礎となる生物調査を継続的に行っており、魚津市史（自然史編）のためのデータが蓄積されました。
＜自然保護関係事業＞
◆池の尻自然環境保全地域の巡視調査を２回実施し、同所の環境は保全されていることを確認しました。

【③豊かな自然の活用の推進】
＜県立・県定公園施設維持管理事業＞
◆片貝県定公園内市道南又線のマイカー通行自粛区間の設定やレンタサイクルの貸出等により、車両の乗り入れの抑制に努めたほか、片貝山ノ
守キャンプ場を適切に管理し、豊かな自然とのふれあいや観察等の機会の提供に努めました。また、僧ヶ岳登山口の駐車場を整備しました。
＜市史刊行・普及事業（魚津市史 自然編）＞
◆魚津市内の生物データ（魚類・両生類・爬虫類・鳥類・哺乳類）が整ってきており、遅れている魚津市史（自然史編）の執筆と補充調査に移行する
段階に達しました。

34 施　策　名 水と緑の保全と活用

施 策 評 価 結 果 シ ー ト
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施策の方針
（今後の事務の
取組みの参考）

部会評価
（協議結果、今後
の方針及び課題
等について記載）

◆魚津の水循環や生物多様性といった、本市特有の魅力的な自然環境を保全するとともに、環境基本計画を着実に進捗させること。
◆魚津の水循環について、水循環遺産の周知や水の学び舎ツアーの実施等により、引き続き、市内外へＰＲするとともに、市民等の水資源等の保
全意識の高揚を図っていくこと。
◆森林の育成や生物多様性への意識の高揚と理解を深めるため、市民が植樹等に参加できる事業について検討していくこと。
◆鳥獣被害対策実施隊、被害地域の住民、農林業関係団体と行政の四者連携による総合的な対策を進めていくこと。
◆「第68回全国植樹祭」（平成29年５月28日　会場：桃山運動公園）の開催を契機に、これまで以上に緑化活動や森林保全に努めていくとともに、
「森づくりと海づくり」の連携を図り豊かな自然を守っていくこと。

◆市民、事業者、行政等が連携協力し、魚津の水循環や生物多様性など魅力的な自然環境の保全と持続可能な利用等に取り組みます。
◆「うおづのうまい水」の販売促進に取り組みながら、水質の良さや水循環、地域資源等のPRのツールとして積極的に活用します。
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